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慰霊 祭

長崎県f(ij民慰霊奉封会大村 i l í 支 {n~ではつぎのと

おり在の慰主祭を行ないます。

ご出版お よび一般jIJL~のみなさんのご参拝をお

似し、しますo
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本年度一般会計歳出予算のおもなもの

昭和36'tj'.Ltの予知J士、市議会 3月定例会で1記のとおりきまりましたが、その成出のおもなものはつぎ

のとおりです。

(歳出)
消防 費 増額の主なものは需月j資15万円、報酬 1万円、諸手当 (災害布IJ償資) 6万円等

土木 費 失業対策事業費 (道路・村|水路 ・公国整備〉じ176万円 、道路柄梁野755万円、 災害復旧事業

費(目玉|三災害)39万円、都市計画事業費(大村駅前線、片町綜舗装、 藤の川お|水路、大村公国控vIIi)
2. 171万 円 (歳入=国庫補助1，290万円、都TtJ&IWii税606万円、起債260万円〕、公園及び街路iJi'6 Z万11-:1

教育 費 委員会費削 O万円、小学校費(準主保護!，!己主教科書給与 、 t~主'保護児童給食tiU助、教材費 、

校舎:1"1修費など)1， 359万IY、中学校11J: (込L安保殺生徒教科需給与、教材費、校舎ネili修費、欠食生徒給

食fdj臥Jなど)793万円、幼干ft・国i!i'675万円、社会教育費(育子r学級、姉入学級安託、青年目Ulj民主主担金な

ど)86万円、公民館費112万円、図古舘賞'109万IIJ、{本育保健'J'i:(学校保健、学校体育、社会体育費)

677万円、教育諸費 (技術家庇f'1設置'l!t¥、:D.J!科教育振興、各種研究委託など)154万円である。

社会及ひ労働施設費 生活保護費8.421万円、民生委員費 26万円、児童福祉費(萱瀬保育所委託費、季節

託児所委託、子供前び場設置など)119万円、保育所費388万円、身休障害者符初計17万円、傷痩町人等援護

費 6万11-:1 (全椋!国庫委託)、住宅資142万円 、社会話貨54万円、敬来院費 243万円 、iヨ子福祉資金貸付

費2Z7万円、県営住宅管班費 189万円 (全額県歪託金〉 、国民年金費1.056万円(全額国帰宅負担、委託〉

保健衛生費 伝央病'T1l}j ~i'2 61万円、配核7肋費93万円、す此拡租貨問万rJ、伝染病患者歪託治療計20万

円、伝染病杭n306万円 、 そ旅昆虫~li l弘 、 ï~~ 6275 IJj 、火雪1・ 坊~1~ 43万円、消N:'1Ii2 79万円

産業経済費 I12業委貝会費252万円、保業費(土拭紘虫農業代、経営事業資金不IJ'-j"-:tili給ほか)263万円、

政業土木賞〈土地改良、災害復旧 )397万円、畜産費(家畜導入資金、共進会、乳産能力検定事業ほか〉

231万円、林業費 (造材、貰ほか)329万円、菊ili宝村主g設貰z.Z 16万円、fE業費111万円、水産tf68万円、

商工費1，068万円、制光費1日38万円

公 債 費 i前)泊臼μ刷11年lドふ度よ り引38町j万FιコのJド町j¥'5

}却期9引H刊偵f点t印不刑利|リl子{償賞還金1し， 1日35万円)、 うち両辿u'i分利子234万P:l(ネIJ~f fiu ~:;i金 1 2 4万円〉 、一同借入金利子 16万

円である。
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初
日
か
ら
春
の
大
掃
除

し、

湿
気
が
り
ど
い
個
所
は
乾
燥

し
た
土
砂
矧
を
散
布
す
る
こ
と

①
汚
水
が
停
留
し
て
い
る
場
所
、

ま
た
は
混
気
が
ひ
ど
い
場
所
は
こ

れ
を
出
め
、
ま
た
は
排
水
を
じ
ゅ

う
ぶ
ん
に
す
る
乙
と

⑤
下
水
構
、
便
所
な
ど
は
よ
く
抑

除
し
、
ね
ず
み
、
昆
虫
矧
の
誕
生

を
防
止
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と

⑦
ゴ
ミ
加
出
区
域
内
で
大
扮
隙
の

た
め
多
量
じ
出
た
ζ
み
は
ま
と
め

て
容
器
に
入
れ
、
空
ひ
ん
、
茶
わ

ん
の
か
り
ら
な
と
燃
え
な
い
物
は

別
の
容
器
に
入
れ
、
ど
み
紺
の
そ

ば
に
お
い
て
く
だ
さ
い
。
(
容
樹

ム
4
月
目
日
円
以
時
l
M時

現

定
盤
以
汝
ひ
刺
虫
筈
防
隊
に
つ

い
て
大
利
分
場
村
松
技
帥

ム
4
月
U

日

9
時
初
旬
{
凶

時
初
分

病
出
日
一
回
じ
コ
い
て

は
木
炭
の
あ
き
催
、
古
か
ま
ヲ
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
が
よ
い
よ
う
で

す
。
)
(
保
険
衛
生
訴
)

春
の
大
掃
隙
巻
市
内
一
斉
に
つ

ぎ
の
製
領
で
お
こ
な
い
ま
す
。
市

民
の
皆
棟
こ
ぞ
っ
て
家
屋
内
外
等

の
清
掃
を
お
こ
な
い
、
健
践
で
明

る
い
環
挽
を
つ
く
り
ま
レ
ょ
う
。

実

施
の
期
間

四
片
二
十
五
日

か
ら
凶
月
三
十
日
ま
で

実
施
の
方
法

①
宅
地
お
よ
ひ
採
屋
の
内
外
の
不

潔
な
個
附
を
よ
く
制
隙
ず
る
乙
と

②
室
内
の
採
光
お
よ
び
換
気
を
じ

ゅ
う
ぶ
ん

ιず
る
こ
と

ω壁
、
敷
物
等
を
H
光
に
さ
ら
す

こ
と

④
床
下
は
換
気
治
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
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木年度構成比 iiiiWfQと
予算 1*~ (財) 1 じ IF'::J'~lìJ.j4
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6.417 1.4 278 
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白
川
、
り
柑
楠
的
住

四
片
二
十
凶
日
か
ら
柑
橘
栽

培
の
講
習
告
か
聞
か
れ
ま
す
。

初
心
者

ωか
た
の
馳
抽
を
歓

迎
し
ま
す
(
泌
日
午
前
中
ま
で

の
日
制
は
本
紙
剖
場

L
掲
蹴
)

r-.l 

1、I¥j :t)L 
1、¥J、1イ"f1足(共u(li，:免許JJi
1L:IIJ/llfHJ功1，見交卜):;i:;
J 、j也万交 付 枕
4、公判企業及び

財 1m 収入

5、分担金及び白w<t::

B、使川料及び手数件

1、国防支出金

B 、リj!， x /.U sf: 
1 、 ~~f 、I 金

10、繰入 金

11、株 ; l lj 金

12 、 \~i~ 牧入

13 、r1i b'i 

/.::::.. 
::zx: 

何 年度予 tir.傾
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663.519 

政

干'1

ム
日
時

ω分
tm時
大

村

一巾
一

な
お
水
道
単
業
皆
出
者
は
渋
江
一

柑
楠
刷
究
同
志
会
総
会
側
悩

一
試

ω役
が
ぽ
命
さ
れ
ま
し
た
。

一

ム
場
耐
大
村
市
叩
央
公
民
組
一
ま
た
、
同
同
長
に
凶
中
二
郎
(
水
一

道
組
長
』、

経
理
制
長
に
溜
河
川
栄
一

(莱
掛
除
長
)
が
そ
れ
ぞ
れ
発
令
一

さ
れ
ま
レ
た
。

(

水

道

同
)

一

監
査
委
員
仏
林
岡
氏
一

民
査
華
民

(学
識
経
版
謡
選
一

36年度特別

u
i

h
l
〆
4
h
F
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H
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d
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d
r
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J
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抗 日 J:'J

前場

イ fi: J~ 

fi: 改 H kj~ a~ 

出
)
に
林
旧
安
彦
氏
(
日
才
、

一
の
郷
、
前
出
税
税
制
長
)
が

四
片
一
日
付
で
任
命
さ
れ
ま
し

た
。
乙
れ
は
前
出
立
。金品
北
野

原
叫
が
本
年

一
月
死
去
俊
欠
M

同一

で
あ
っ
た
も
U
で
す

(
庶
掛
川
叫
)

水
道
局
が
閉
庁

昭和

h
a

、
i
z
 

大
村
市
水
遁
一
宇
業

ω組
側
V
去

し
た
が
っ
て
、
約
御
告
知
者
の

る
凶
片
一
日
か
り
水
遁
加
と
な
り

一大
村
市
長
話
が
、
大
村
耐
水
道
串

ま
し
た
。

一説
一
位
担
者
名
に
、
領
政
判官
の
政
人

水
遁
一
事
業
は
純
一
体
か
ら
特
別
法
一役
名
か
企
業
出
納
阻
名
ド
ド
変
る
乙

計
で
、
独
立

税
制
(
水
通
料
金

一と
L
な
り
ま
す
。

の
み
で
水
道
知
の
自
問
を
賄
う
乙

一
水
泊
料
金

ω納
付
に
つ
い
て
は

と
)
で
す
が
、
こ
の
た
び
地
刀
公
一
当
旬
の
刷
.
従
来
ど
お
り
親
和
銀

首
立
業
広
か
旭
川
さ
れ
、
会
副
制
一
行
、
十
八
銀
行
、
各
出
版
川
で
以

度
が
変
り
市
役
附
と
は
闘
仏
な
く
一
り
蚊
い
ま
ヲ
。

水
迫
同
℃
全
部
取
り
放
つ
乙
と
と

一

水
道
同
の
槻
楠
は
、
下一説

ωと

な
り
ま
し
た
。

一

お

り
で
す
。

ト
」

に
A

-

ノ
J

と

仲

畑

一ー
ー
業
務
謀

H
メ
ー
タ
ー
の
点
検
中
水
泊
料
命

一

の
抗
定
七
の
仙
瓜
拘
事
務
を
わ

一

な
う

水

道

局

|

一l

経
理
課
H
会
計
一切
拍
や
物
品
川
庄
の
取
り

一

E行
な
う

「

工
梯
課
H
水
源
地
の
皆
川
や
水
記
事
を

一
「

J
J
r
J

ノ

r
τ
F
'
'

住

宅

金

融

公

庫

で

は

農

山

漁

村

住

宅

娃

設

資

金

を

貸

付

け

ま

す

。

貸

付

制

は

標

準

建

設

費

(

木

造

一

戸

当

り

六

十

半

万

メ

ー

ト

ル
)

一
作
、耳
、
陸
叩
少
此
、
印
行
制
伎
、
大

税

務

課

長

に

立

石

比

一
村
市
船
お
訟
£
、
肌
一利三
十
年
別

四
月
一
日
付
で
税
務
課
長
に

一
月
か
ら
県
誠
会
議
員
二
期
、
間
利

立
石
直
尚
氏
(
脱
税
制
服
糾
係
一
三
十
年
十
月
か
ら
大
村
市
消
防
団

長
)
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
一
長
、
三
十
三
年
六
月
か
ら
過
朕
会

な
お
、
賦
猷
係
長
は
同
氏
の
一
長
な
ど
の
裂
臓
に
あ
り
、
同
氏
の

兼
任
で
す
u

(

庶
必
糾
)
一
死
去
は
凶
一
係
各
界
か
ら
非
自
に
惜

し
ま
れ
て
い
ま
す
。
(
庶
務
糾
)

政日 三三さ内 崎
業大 氏日れ科市県 L1J
学村は長ま に 長議 μ」
校市明宏し人的会 Jヂミ
草原治苛た院大識 {~h:;
;rと仁i凶で。巾学料 !γ
役 割!i;十 軌 告 、村山午、
、tこいl1ゴ1IIJ[L¥ Jiì~ r，G 二トr

|往生1..1三さ式封制仏 ./' 
111 h 凶れは八 I~ji; 次 円十
士、)=Jま凶[-1 :;!t、比 ....."
白:県 十し月ヲ己 さは
学立 九た十 去助長

課え りあかた
で 、島まるらか育
受~;子 "9鉱 1~ な .!J?
け LU手 。庇 :才成カ
l以張 11~，f にま長レ
コp)r 、 災廷での ン
て ま印 料 のたダ
くた鉱 ア子め |
だは を 三f~ どにク
さ保 ~c，'j' J ~ も夕食
い険 挙 げさを児
o 1fM (!) -c /，νCコグコ

主主う おの 才ゆ

育
児
カ
レ
ン
ダ
ー
を
配
布

の

七

割

瓦

分

で

、

希

望

者

は

凶

凡

二

十

五

日

ま

で

紅

弘
謀

に

州

込

ん

で

く

た

さ

し

。
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公
漣
の
申
込
み
お
日
ま
で

漁
港
局
部
改
良
事
業
分
担
金

徴
牧
条
例
の
公
聴
会

市
議
会
経
済
委
員
会
で
は
大
村
市

漁
港
局
部
改
良
事
業
分
担
金
徴
政

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
と

お
り
公
聴
会
を
開
き
ま
す
。

こ
の
公
聴
会
で
公
述
人
と
し
て
意

見
を
申
述
べ
た
い
か
た
は
申
出
て

く
だ
さ
い
。
(
こ
れ
に
つ
い
て
く

わ
し
い
乙
と
は
本
紙
前
号
に
掲
載

し
て
お
り
ま
す
)

ム
公
聴
会
の
日
時
、
場
所
五
月

八
日
午
後
一
時
、
市
議
会
議
場

ム
申
出
期
限
、
場
所

四
月
二
十

五
日
ま
で
、

市
議
会
事
務
局
気

付
大
村
市
議
会
経
済
委
員
長
あ

て
ム
申
出
方
法

佳

所
、
氏
名
、
職

業
、
年
令
を
明
記
の
う
え
意
見

を
述
べ
よ
う
と
す
る
理
由

(公

聴
会
の
公
述
人
と
し
て
真
に
利

害
関
山
怖
を
有
す
る
者
、
ま
た
は

学
識
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
る

と
と
を
証
す
る
に
足
る
事
実
、

ま
に
は
事
情
)
お
よ
び
同
盟
に

対
す
る
賢
否
を
文
書
で
申
出
て

く
だ
さ
い
。

ム
公
述
人
の
選
定
お
よ
び
通
知

申
出
ら
れ
た
か
た
の
申
か
ら
委

員
会
で
選
定
の
う
え
通
知
し
ま

す
。

(議
会
事
務
局
)

米
飯
提
供
業
者
の
登
録

飲
食
設
備
を
し
て
、
米
飯
を
提

供
し
て
営
業
す
る
か
た
(
食
世一

旅
館
、
料
理
屋
等
)
は
、
食
糧

管
理
法
の
規
定
に
よ
っ
て
、

知

事
の
登
録
を
受
け
る
乙
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

と
の
登
録
の
有
効
期
間
は
一
年

間
で
す
か
ら
、

す
で
に
登
録
を

受
け
て
い
る
か
た
は
登
録
の
更

新
を、

新
た
に
護
を
受
け
よ

う
と
す
る
か
た
は
、
新
期
登
録

を
つ
ぎ
の
要
領
で
実
施
い
た
し

ま
す
。

登
録
を
し
な
い
と
、
営
業
停
止

な
ど
の
処
闘
を
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
登
録
主
管

し
て
く
だ
さ
い。

ム
登
録
制
H

四
月
十
日
か
ら

四
月
三
十
日
ま
で

ム
設
録
場
所
市
役
所
市
民
課

ム
登
録
要
領
書
式
は
備
え
て

あ
り
玄
す
。

登
録
手
数
料
は
九
百
円
で
す
。

印
鑑
を
ど
持
参
く
だ
さ
い
。

(
市
民
説
)

計
量
器
の
非
メ
|

ト
ル
系
目
盛
の
抹

消
の
日
割

県
計
量
検
定
所
で
は
つ
ぎ

の
と
お
り
計
量
器
の
非
メ
ー
ト

ル
系
目
感
の
抹
消
を
行
な
い
ま

す
の
で
、
非
メ
ー
ト
ル
系
目
肢

の
つ
い
た
計
量
出
置
所
有
し
て

お
ら
れ
る
方
た
は
回
帰
の
抹
消

そ
し
て
く
だ
さ
い
。
来
年
か
ら

は
メ
ー
ト
ル
系
目
腕
の
計
量
器

し
か
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す

.

.
 ，再
や
hI
・・曹、
リJ
J
A
-
-
・
咋
仲
。
‘
.
，
，
れ
や
ヤ
a.，
ya-u
ra--v、リ

目
盛
抹
消
地
区
別

日
程
表

5
月
U
0

・
9
日
市
設
的

5
月
日
・
日
日

西
大
村
出
張

所5
月

ロ

日

三

浦

出

眼
所

5
月
日

日

鈴

田
出
張
所

5
月
日
日

竹
松
出
張
所

5
月
日
日

福

軍

出
張
所

5
月
打
日

松

原

出
張
所

5
月
M
日

萱

瀬

出
張
所

(時
間
は
午
前
十
時
か
ら
午
後

四
時
ま
で
)

目
盛
抹
消
手
数
料

不
等
比
山
手
動
は
か
り

一
個
に
つ
き
二
百
円

台
手
動
は
か
り

一個
に
つ
き

三
百
円

(台
手
動
は
か
り
で
五
百
キ
ロ

グ
ラ
ム
を
乙
え
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
百
円
憎
し
)

指
示
は
か
り

(
山
)

っ
き
五
十
円

指
示
は
か
り
(台
)

っ
き

百
円

(問
手
動
は
か
り
台
手
動
で
、

将
磨
き
す
る
も
の
に
つ
い
て
は

川

N
E
s
t
s
2
5
t
3
2
5
J

ト
ル

(約
二

・
五
合
)
播
と
す
本
の
苗
℃
も
、

芽

ω出
る
場
所
川

川

w

農

事

メ

モ

w

I
 

I

P
5
2
5〉
t
s
t
s〉
ふ

れ

ば
、
お
よ
そ

一
0
ア
ー
ル
当

に
よ
っ
て
伸
び
る
時
期
か
か
わ
川

り
正
味
一
三
坪
の
播
床
が
必
要

り
ま
ず
か
ら
一ニ
l
四
回
ま
わ
っ

川

川
【
水
稲
】

と
な
り
ま
す
。

床
面
積
は
じ
ゅ

て
芽
か
ぎ
し
ま
す
。

川

川
苗
代
の
猶
備
は
で
き
て
い
る
う
ぶ
ん
に
準
備
し
て
お
き
ま
し

程
度
は
将
来
の
玉
枝
の
配
樹
川

川
と
思
い
ま
す
が
、

南
代
予
定
地

ょ

う

。

を

考

え

て

六
J
七
本
の
候
補
を
川

川
は
早
く
浅
く

(一

0
セ
ン
チ
程

残

し
て
つ
み
と
り
ま
す
。
が
、
川

【
み
か
ん
】

川
度
の
深
さ
)
耕
起
し、

苗

代

を

苗

の
春
枝
の
部
分
か
ら
出
る
芥
山

川
作
る
ま
で
二
何
位
は
す
き
か
え

芽
か
ぎ
日
今
年
植
の
市
は
、

を
一
t
二
本
に
か
ぐ
だ
け
で
も

川

川
し、

土
を
砕
い
て
お
き
ま
し
ょ
芽
か
ぎ
の
時
期
に
な
り
ま
す
。
よ
い
も
の
で
す

J

。

川
う。

穿
か
ぎ
で
一
番
大
切
な
乙
と
は

，害
虫
H
い
ま
ま
で
に
赤
ダ
ニ
山

川
商
代
面
積
は
栽
植
密
度
、
一
時
尉
と
程
度
で
す。

穿
が
一
セ
の
防
除
を
行
な
っ

て
い
な
い
闘
川

川
株
当
り
本
数
に
よ
っ
て
異
な
り
ン
チ
ぐ
ら
い
伸
ひ
た
時
ま
で
に

で
は
多
く
発
生
す
る
場
合
が
あ
川

川
ま
す
が
、
大
体
に
三
・
一ニ一
中
方
行
な
う
べ
き
で
、
三
J
四
セ
ン
り
ま
ず
か
ら
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
川

川
灯
当
り
七
五
株
で
一
一
株
四
本
チ
も
伸
び
て
か
ら
行
な
う
と
、

意
し、

発
生
を
見
た
ら
、
防
除
川

川
摘
え
と
し、

四
・
五
デ
シ
リ
ッ
か
え
っ
て
害
が
あ
り
ま
す
。
一
を
行
な
い
ま
し
ょ
う。

==司aa======
-====
=====
=

片
岡
に

二
百
円
憎
し
)

乙
の
価
格
は
工
場
修
理
料
金

で
乙
れ
に
運
賃
そ
の
他
実
費
を

加
算
し
た
分
が
価
格
に
な
り
ま

す。

(商
ヱ
水
産
課
)

片
面
に

引
揚
者
給
付
金
の
請
求
は

5
月
“
日
で
打
切
り

引
揚
者

(引
揚
者
遺
族
の
か
た

ぎ
の
か
た
も
引
揚
者
給
付
金
の
支

も
含
む
)
給
付
金
の
諾
求
は
今
年
給
を
受
け
ら
れ
ま
す
の
で、

ご
相

の
五
月
十
六
日
で
打
ち
切
ら
れ
ま
談
く
だ
さ
い。

す
の
で、

未
諮
求
の
か
た
は
急
い

①
外
地
で
妻
帯
さ
れ
た
軍
人
で

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
外
地
に
そ
の
家
肢
と
い
っ
し
ょ
に

引
揚
者
証
明
習
を
な
く
し
た
り
終
戦
ま
で
生
活
し
て
い
た
人

終
戦
前
引
続
き
外
地
に
生
活
の
本

⑦
つ
ぎ
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る

拠
が
あ
っ
た
と
と
巻
証
明
す
る
書
単
身
軍
閥

類

(当
時
の
預
金
通
帳
、
保
険
証
制
朝
州
、
台
湾
、
満
洲
、
開
太
乾
馬
場

書
、
通
信
文
書
、
身
分
証
明
書
、

に
六
カ
月
以
上
在
住
し
て

い

た

人

ム

絵

本

市

内

玖

品
郷
六
二
砕
地
備
本

一

草
業
証
書
な
ど
)
が
な
い
た
め
に
州
中
国
地
域
へ
昭
和
十
九
年
八

膝
富
子

八
さ
ん
M
亡
妻
チ
ヨ
さ
ん
の
生
前

詩
求
を
し
て
い
な
い
か
た
や
、
つ
月
十
五
日
以
前
に

渡

航

し

た

入

手

ム

相

撲

行

事

う

ち

わ

か

ら

の

ご

意

志

に

よ

り

忌
明
の
三

付
南
方
諸
地
域
へ
昭
和
十
六

壬
回
二
区
鍵
子
ム
一仔

ム

植

木

二

鉢

月

三
十
日
に
市
立
敬
老
院
へ
金
一

十
二
月
八
日
以
前
に
渡
航
し
た
人

E
B

J

)

松
尾
む
つ

子

万

円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

①
外
地
に
生
活
の
本
拠
が
あ
り
ム
七
夕
笹
三
本
、

メ

リ

ケ

ン

を

目

的
郷
井
石
政
刷
さ
ん
は
亡
臼
井

内
地
に
旅
行
巾
終
戦
と
な
り
、
供
三
キ
ロ
、
さ
つ
ま
芋
八
キ
ロ

石
ツ
イ
さ
ん
の
忌
明
に
五
千
円
を

地
に
も
ど
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
柴
田
光
商
士
政
行

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の

凶
月
一
日
、
市
内
本
小
路
六
二
番

た
人

(乙
れ
に
は
旅
行
証
明
習
な

ム
衣
類
六
点
、
花
ニ

0
0円
程

県

体
予
選

地
田
中
吉
五
郎
さ
ん
は説…
持
政
真

ど
が
必
要
で
す
)

花

ニ
O
O
円
程
水
主
町
諮
卯

弓
力
ネ
さ
ん
の
忌
明
に
一
干
円
を

④
外
地
で
終
戦
後
死
亡
さ
れ
た

太

郎

鉛

十
四
回
県
民
体
育
祭
パ
ド
ミ

四
月
六
日
社
会
福
組
事
業
世
に
有

か
た
(
乙
れ
は
年
令
の
制
限
が
あ

ム

石

灰

二

升

向

阪

町

佐

井

ン
ト
ン
予
選
会
を
笑
施
い
た
し
ま
付
さ
れ
ま
し
た
。

り
ま
せ
ん
)
ま
た
は
引
揚
後
内

地

建

材

回

す

。

(福
枇
事
務
所
)

で
死
亡
さ
れ
た
か
た
(
乙
れ
ま

死

ム

実

施
期
日
四
月
二
十
九
日

;

ム
附
布

七
メ
ー
ト
ル

本
町

亡
当
時
満
二
十
五
才
以
上
の
も
の

(土
)
午
前
九
時
1
午
後
五
時

徳
田
両
日

に
限
り
ま
す
)
の
遺
族
の
人

ム
参
加
資
格
大
村
市
を
居
住
拙

く
わ
し
い
乙
と
は
福
祉
事
務
的
ム
よ
い
乙
の
く
に
十
八
問
、
臨

と

し
て
お
ら
れ
る
而
民
の
か
た

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

一
二

O
枚
、
生
'
付
と
む
風
船
七
O
(
大
学
生
を
含
む
)

(
福
祉
事
務
削
・
引
揚
者
団
体
大
コ
、
レ
コ
ー
ド
三
組
机
出
津

ム
競
教
場
所

竹
松
神
社
会
館

村

支

部

)

膝

原

静

子

(

竹

松

小

学

校

横

)

ム
写
真

一
三

枚

水
田
二
区
ム
競
技

倒
人
戦

(男
女
共
)
シ

山
口
又

一

ン

グ

ル

ス
(単
)
ダ
ブ
ル
ス
(複
)

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

八
キ
ロ
柴
田

:

i

/

ム
申
込
期
日
四
月
二
十
七
日

午
後
五
時

本
町
村
井
ム
申
込
場
所
大
村
市
役
所
財
務

課
松
田
(
電
話
七
五
O
)

長
附
市
西
町
大
村
市
教
委
社
会
教
育
設
御
凶

(
憧
話
四
五
七
)

新
城

ム
登
録
料

シ
ン
グ
ル
ス
、
ダ
ブ

ル
ス
共
に
一
人
百
円

ゴ
キ
ブ
け
と
い
う
の
は
、
別
ゴ
キ
ブ
リ
の
産
卵
期
は
夏
か
四
回
も
の
脱
皮
を
し
て
成
長
し

人
が
い
な
か
っ
た
り
、
温
度
が

ト
、
結
核
、
化
腿
位
疾
忠
、
小
平
方
メ
ー
ト
ル
に
七

・
五
C

…
名
「
ア
ブ
ラ
虫
」
「
ゴ

ッ
カ
プ

ら
秋
に
か
げ
て
一戸
棚
、
押
入
、

成
忠
に
な
っ
て
か
為
伊
豆
高
い
と
き
な
ど
行
動
春
お
乙
し
児
マ
ヒ
な
ど
を
伝
染
さ
せ
る
の

C
)
し
て
く
だ
さ
い
。

(
一

一
リ
」
「
ア
マ
メ
」
と
も
い
い
ま
ガ
ス
台
の
下
な
ど
に
産
み
下
し

カ
月
間
生
き
な
が
ら
え
ま
す
が
ま
ず
。

食
物
は
ま
ず
最
初
し
ゅ
で

ハ
エ
ゃ
、
ヵ
よ
り
も
恐
し
い
カ
月
に
一
回
)

一

す
。
か
れ
ら
は

病

原

菌

を

運

ん

ま

す

。

ま

れ

に

は

約

四

、
五
年
も
隻
ロ

う
覚
に
よ
っ
て
探
し
、
か
れ
ら

害
虫
で
あ
り
ま
す
o

h

w

ク
ロ
ー
ル
デ
ン
ニ
O
%
乳
剤
一

…

だ
り、

衣
類
、
本
な
ど
を
か
じ
ゴ
キ
ブ
リ
の
卵
は
あ
ず
き
粒

て
い
る
乙
と
が
あ
る
そ
う
で
す

は
雑
食
住
で
す
が
、
と
く
に
穀

【
駆
除
の
方
法
】

H
十
倍
に
う
ず
め
室
内
、

寸
前
…

一

り
1
パ
ら
活
動
は
特
有
の
機
敏

く
ら
い
で
、
産
み

落

さ

れ

て

勺

物

類

の

よ

う

な

櫛

粉

質

の

食

ゴ

ミ

捨

て

場

、

便

所

の

内

夕

、

…

性

ふ

揮

し、

ゅ
う
ゅ
う
と
二

カ

月

た
つ
と
、
卵
か
ら
幼
一
一

【
行
動
と
食
物
】

物
、
甘
い
砂
糖
の
よ
う
な
物
を
ま
ず
台
所
、
流
し
場
の
後
始
そ
の
他
コ
キ
ブ
リ
の
発
生
、
棲
…

一
生
を
す
ご
す
の
で
す
。
ま
っ
た
が
う
ま
れ
ま
す
。
そ
れ
は
き
ち
旅
舘
、
ア
パ

ー
ト
、
飲
食
好
み
ま
す
。
し
ば
し
ば
書
物
な
末
を
よ
く
し
て
、
残
飯
、
野
菜

息
し
て
い
る
場
所
ヘ
明
鎖
ま
た

一

一

く
、
乙
に
く
ら
し
い
重
で
す
ん
と
ニ
列
に
並
ん
で
一
個
節

目
、
食
料
品
目
、
一
般
家
庭
、

ど
が
、
か
じ
ら
れ
る
の
は
と
の

府
な
ど
は
輩
つ
き
の
容
整
拾

は

刷

毛

号
し
て
く
だ
さ
い
。

一
私
達
は
か
れ
ら

の

繁

殖

矧

を

前

て

、
食
物
を
密
閣
の
で
き
る
戸

(二
カ
月
に
一
回
)

一れ
U
d
u
u
u
脱
税

ゴ
キ
ブ
リ
を
退
治
し
よ
う

問
れ
れ
れ
れ
れ
な
幻
刊
訂
日
開
時
一

一

ま
せ
ん

。

・

に
駆
除
が
で
き
た
と
い
え
ま
し
前
述
(
ロ
)
の
個
所
へ
一
平
方
川

d

三十一日
力

や

ハ

エ

よ

り

恐

し

い

害

虫

て

す

一一一
一一
一
一
さ
つ
。
駆
除
の
時
期
は
五
月
下

メ
ー
ト
ル
約
五
十
C
C
を

散

…

【
お
も
な
種
類
】

旬
、
七
月
下
旬
、
九
月
下
旬
の
布
す
る
か
、
原
被
、
ま
た
は
ニ
…

ー

ゴ
キ
ブ
リ
の
種
類
は
わ
が
国
か
ら
ワ
モ
ン
ゴ
キ
ブ
リ
だ
と
十
船
舶
、
そ
の
他
い
た
益
所
で
害
た
め
で
、
ま
た
革
な
ど
も
食
べ
三
回
お
こ
な
え
ば
死
滅
さ
せ
る

倍
液
を
刷
毛
で
塗
布
す
る
。

川

一
で
約
三
十
種
が
発
見
さ
れ
て
い
六
匹
、
ク
ロ
ゴ
キ
ブ
リ
だ
と
ニ
を
な
し
ま
す
が
、

乙
れ
ら
の
う

毛
髪
動
物
の
死
体
な
ど
に
つ
い

ζ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

詳
細
は
、
市
保
険
衛
生
課
へ

川
ま
す
。
そ
の
中
で
家
庭
で
よ
く

十
匹

で

で

き

ま

す

。

ち

で
も
流
し
の
下
、
食
器
一戸
棚
て
い
る
乙
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
殺
虫
剤
は
お
も
に
、
リ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

一
見
か
け
る
の
は
、
ク
ロ
コ
キ
プ

透
き
と
お
る
ほ
ど
の
小
さ
な
戸
棚
の
引
出
し
の
中
、
家
具
類

【
衛
生
上
の
害
】

ン
デ
ン
、
ク
ロ
ー
ル
デ
ン
、
デ
ま
た
殺
虫
剤
を
入
用
の
か
た

f

r

リ
、
ヤ
マ
ト
ゴ
キ
ブ
リ
、
ワ
モ
幼
虫
は
、

ま
だ
羽
は
は
え
て
い

の
割
れ
目
な
と
に

多

く

棲

ん

で

ル

ド

リ

ン

が

あ

げ

ら

れ

ま

す

。

は

、
当
課
に
あ
り
ま
す
か
、

町

…

一

ン
ゴ
キ
ブ
リ
、
チ
ャ
パ
ネ
ゴ
キ

ま
せ
ん
が
一
日
た
つ
と
体
は
黒

い
ま
す

。

ゴ

キ

ブ

リ

は

族

、
便
諮
ま
で
判
ク
ロ
ー
ル
デ
ン
二
%
油
剤
H

内
単
位
で
一
斉
に
駆
除
す
れ
ば
山

川

ブ
り
で
す。

く
な
り
、
幼
虫
の
期
間
は
短
い

ま
た
活
動
す
る
の
は
、
お
も
に

食
べ
で
は
食
物
や
、
食
掛
の
上
噴
窃
器
で
室
内
、
台
所
、
ゴ
ミ
効
果
が
あ
が
り
ま
す
の
で
、
な
川

も
の
で
三
カ
月
、
長
い
も
の
は
夜
間
で
す
が
、
昼
間
で
も
家
の
を
は
い
ま
わ
り
、
大
腸
菌
、
赤
拾
場
、

そ
の
他
ゴ
キ
ブ
リ
の
発
る
べ
く
町
内
単
位
で
取
り
ま
と
川

【
生
態
】

h

一
年
も
か
か
り
ま
す
。

乙
の
問
中
が
非
常
に
静
か
で
あ
っ
た
り

痢

、
コ
レ
ラ
、
チ
フ
ス
、
ペ
ス
生
し
易
い
場
所
へ
噴
務
(
一
め
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

大
同
時
計
四

ム
米
一ニ

・
五
ヰ
ロ
、
野
菜
一
四
キ

後

ロ

柴
町
一
一
則
利
男

ム
み
か
ん一

七
キ
ロ

水
会
福
祉
協
議
会

一O山
わ'L
出
詞f

大
村
市
社

佑l

翻
訪
住
宅
一
区

(福
祉
事
務
所
)

保
育
児

へ
贈
物

(三
城
保
育
所
)

(お
年
6
月
J
初
年
3
月
)

一ム
鯉
の
ぼ
り
こ
O
本
、
ど
む
風
船

'
7
5
0側
、
ビ

ニ
ー
ル
竿
五
五
本
ム
面

一

薬
局

一ご
む
風
船一

O
O
コ
本
町
立

一
川
ス
ト
ア

。

ム
み
か
ん

一ム

砂

三
輪
車
一

台
分
向
閥
町
岡
田
映
子

一
笠
井
忠

男

ム

え
び
一
一
一

0
0グ
ラ
ム

ム
ご
む
風
船
(
竿
付
)
七
五
個
磯
貞
夫

ム
さ
つ
ま
芋

光
富
士
綾
子一O

O枚f白

忌
明
に
寄
判

訂

木紙ii白けでバスOJJ/I¥Jの弘、更についてお知らせしましたが

そのうち一郎をつきfのとおり訂jEしますo iJ= ( ) IJ-:l 

は乱号でお知らせ した分 (県官パス大村官業i9D
5. 二本松発(凶立病院先 )7 11 !H5分C7 11与 ~O分〉野岳入 LI行

9.大村発 711与45分 (7 1I!j4 0分〉原口行

10. })ju.J発 1同日分 l711!j 5 0分)大村公園行

改間時ス1'< 


